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保育園・幼稚園で小正月の行事が行われました。
（写真は上郷保育園）

親子で一緒にみずき飾り
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今月の話題　

平
成
25
年
田
子
町
成
人
式

決
意
新
た
に
大
人
の
一
歩

●
成
人
式
実
行
委
員
会

◎
実
行
委
員
長

　

尾
形
京
介
（
向
山
）

◎
副
委
員
長

　

稲
村
彩
香
（
七
日
市
）

◎
実
行
委
員

▽
遠
藤
結
衣
（
舞
手
）

▽
尾
形
功
平
（
向
山
）

▽
富
田
大
騎
（
七
日
市
）

▽
松
尾
牧
子
（
七
日
市
）

▽
大
石
裕
子
（
矢
田
郎
）

▽
尾
形　

凌
（
種
子
）

▽
尾
形
貴
史
（
清
水
頭
）

▽
山
崎
祥
弥
（
長
坂
）

▽
澤
頭　

唯
（
長
坂
）

▽
畠
山
勝
也
（
西
舘
野
）

▽
伏
葉
聡
子
（
西
舘
野
）

▽
山
目
祥
太
（
上
相
米
）

▽
小
舘
史
織
（
南
風
張
）

▽
村
木
真
美
（
下
本
町
）

▽
櫛
引
幸
太
（
サ
ン
モ
ー
ル
）

▽
坂
本
右
京
（
サ
ン
モ
ー
ル
）

▽
赤
牛
里
未
（
杉
本
）

▽
腰
巡
公
美
（
茂
市
）

▽
中
村
弘
誠
（
関
下
）

▽
村
中　

彰
（
水
亦
）

　

１
月
13
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
25
年
田
子
町
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
対
象
者
78
名
の
う
ち
69
名
が
、

色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
や
凛
々
し
い
袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ

姿
で
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
村
中
彰
さ
ん
（
水
亦
）
と
赤
野
春
佳
さ
ん
（
上

相
米
）
が
町
民
憲
章
を
リ
ー
ド
し
、
新
成
人
全
員
で
唱
和
し

た
後
、
岩
間
崇
之
さ
ん
（
矢
田
郎
）
が
代
表
し
て
「
今
と
い

う
時
代
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
歩
い

て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
実
行
委
員
会
主
催
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

催
さ
れ
、
友
人
や
恩
師
ら
と
会
食
を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
出

話
や
近
況
報
告
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
に

よ
る
バ
ン
ド
演
奏
や
神
経
衰
弱
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
小
学

校
を
卒
業
す
る
時
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
、
思

い
出
の
品
を
手
に
当
時
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

町民憲章を述べる村中さん（左）と赤野さん

思い出の品とご対面
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　トピックス

せ
を
見
つ
け
に
く
く
な
り
ま
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

増
岡
さ
ん
自
身
の
経
験
か
ら
、

言
葉
の
持
つ
力
や
夫
婦
仲
に
つ

い
て
ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
述
べ
、
最
後
に
「
幸
せ
は

自
給
自
足
で
す
。
少
し
の
幸
せ

に
気
づ
く
自
分
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
」
と
、
幸
せ
に
生
活

す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、

講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

田
子
の
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
て

　

２
月
２
日
、
中
央
公
民
館
で

田
子
城
を
語
る
会
の
第
１
回
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
会
の
設
立
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
郷
土
史
研
究
家

守
勇
同
協
会
長
（
78
・
七
日
市
）

が
「
出
演
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
時
間
を
過
ご
し
、
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、
来
賓
祝

辞
で
山
本
晴
美
町
長
は
「
こ
の

発
表
会
は
我
が
町
の
健
康
の
シ

ン
ボ
ル
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

で
あ
り
、
田
子
町
文
化
財
保
護

審
議
会
々
長
も
務
め
る
馬
場
清

さ
ん
（
80
・
西
舘
野
）
を
講
師

に
迎
え
て
「
南
部
氏
と
田
子
侍
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
町
内

や
近
隣
市
町
村
か
ら
約
60
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
田
子
町
と
関
わ

り
の
深
い
南
部
氏
に
つ
い
て
、

南
部
史
研
究
に
使
わ
れ
る
「
南

部
史
要
」
記
述
の
内
容
と
そ
の

疑
問
点
を
も
と
に
、
南
部
氏
が

田
子
町
を
訪
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
の
馬
場
さ
ん
の
講
話
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

講
話
が
終
わ
る
と
、
次
回
へ

の
要
望
や
感
想
、
質
問
が
次
々

と
挙
げ
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う

で
し
た
。

年
に
一
度
の
芸
能
祭
～
芸

能
発
表
会
～

　

２
月
３
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
で
第
35
回
田
子
町
文
化

協
会
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
協
会
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
12
団
体
が

出
演
し
て
約
40
演
目
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
矢

　

各
団
体
の
発
表
は
、
民
謡
愛

好
会
の
「
餅
つ
き
踊
」
や
、
演

芸
せ
き
れ
い
会
の
「
チ
ャ
グ
チ

ャ
グ
馬
コ
」
な
ど
様
々
な
演
目

が
あ
り
、
訪
れ
た
観
客
ら
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
子
神
楽
保
存
会
技

芸
部
に
よ
る
権
現
舞
で
は
新
し

く
作
ら
れ
た
権
現
様
が
使
わ

れ
、
こ
の
発
表
会
が
初
の
お
披

露
目
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
　

２
月
４
日
、
町
に
新
し
い
福

祉
バ
ス
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
団
法
人
む
つ
小
川

原
地
域
・
産
業
振
興
財
団
が
、

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
立

地
を
契
機
と
し
た
地
域
振
興
の

一
環
と
し
て
、
平
成
６
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
「
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
推
進
特
別
対
策
事

業
」
の
助
成
を
受
け
て
購
入
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

導
入
に
際
し
役
場
で
入
魂
式

が
行
わ
れ
、
山
本
町
長
と
運
転

手
２
名
が
バ
ス
と
向
き
合
い
拝

礼
し
、
交
通
安
全
と
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
福
祉
バ

幸
せ
は
自
給
自
足
～
生
涯

学
習
町
民
研
修
会
～

　

１
月
26
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
24
年
度
田
子
町
生
涯
学
習

町
民
研
修
会
及
び
田
子
町
連
合

父
母
と
教
師
の
会
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
と

町
連
合
父
母
と
教
師
の
会
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
講
師
に
声

優
で
あ
り
俳
優
で
も
あ
る
増
岡

弘
さ
ん
を
迎
え
、「
サ
ザ
エ
さ

ん
一
家
は
幸
福
み
つ
け
の
達
人

ぞ
ろ
い
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
約
90
名
が
参
加
し
て
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

増
岡
さ
ん
は
講
演
の
な
か
で
、

「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
日
本
の

生
活
を
足
踏
み
し
て
い
ま
す
。

現
代
は
便
利
に
な
っ
た
分
、
幸講演をする増岡さん

南部氏について話す馬場さん

新しい権現様を用いた権現舞民舞踊子すずめ会の「南部荷方節」
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き
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
子
幼
稚
園
で
は
、

宇
宙
組
の
園
児
ら
が
練
っ
た
米

粉
を
丸
く
し
て
な
べ
こ
団
子
を

作
り
、
全
員
で
楽
し
く
食
べ
ま

し
た
。

勉
強
す
る
お
話
で
す
。
小
学
生

に
な
っ
た
ら
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
児
童
か
ら
園
児
へ

４
月
か
ら
の
新
し
い
学
校
生
活

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

Ｖ
Ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
町

長
が
意
見
交
換
～
新
春
町

長
と
語
る
会
～

　

２
月
８
日
、
役
場
で
田
子
地

区
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
（
梅
内

勝
子
代
表
）
の
主
催
に
よ
り
第

５
回
新
春
町
長
と
語
る
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
は
、

V
illage C

onductor of 
w

om
an

の
略
称
で
、
地
域
の

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と

楽
し
く
交
流

　

２
月
６
日
、
清
水
頭
小
学
校

１
・
２
年
生
の
児
童
が
田
子
幼

稚
園
を
訪
れ
、
宇
宙
組
の
園
児

と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
普
段
あ
ま
り
接
す
る
機

会
の
な
い
田
子
幼
稚
園
と
清
水

頭
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
交

流
を
目
的
に
、
児
童
が
手
作
り

で
用
意
し
た
ゲ
ー
ム
で
遊
び
、

一
緒
に
給
食
を
食
べ
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
が
身
振
り
手
振
り
を

付
け
な
が
ら
元
気
よ
く
音
読
し

た
劇
「
く
じ
ら
ぐ
も
」
が
披
露

さ
れ
る
と
、
園
児
ら
は
う
れ
し

そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
「
１
年
生
に
な
る
と

農
林
水
産
業
と
く
ら
し
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
指
揮
す
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
で
あ
り
、

田
子
町
で
は
６
名
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
「
田
子
町
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
よ
う
～
か
が
や
き
び

と
～
」
の
テ
ー
マ
で
山
本
町
長

ら
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
農

ス
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
研

修
会
な
ど
の
送
迎
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
車
体
に
は
た
っ

こ
王
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
広

く
町
内
外
を
運
行
し
な
が
ら
、

た
っ
こ
に
ん
に
く
の
ピ
ー
ア
ー

ル
も
行
い
ま
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
で
小
正

月
　

１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
に

か
け
、
町
内
の
各
保
育
園
と
幼

稚
園
で
小
正
月
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
保
育
園
で
は
、
園
児
ら
が

「
よ
い
し
ょ
！　

よ
い
し
ょ
！
」

と
大
き
な
声
で
掛
け
声
を
か
け

な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
も
ち
を
つ

き
、
正
月
飾
り
と
一
緒
に
み
ず

団子を作る子どもたち（田子幼稚園） 力いっぱいもちつき（田子保育園）

小学生が用意したストローアーチェリー

町長と語り合うＶｉＣ・ウーマン

トピックス　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
澤
頭
さ
ん

を
委
嘱

　

１
月
21
日
、
澤
頭
清
さ
ん

（
63
・
干
草
場
）
に
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
し
て
納

税
者
か
ら
の
不
服
申
出
が
あ

っ
た
際
に
、
中
立
的
、
専
門

的
な
立
場
で
審
査
等
を
行
い

ま
す
。

　

任
期
は
平
成
28
年
１
月
19

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

安全祈願をする山本町長
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頃
考
え
て
い
る
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　

町
内
イ
ベ
ン
ト
の
活
動
状
況

に
話
題
が
移
る
と
、
実
際
に
現

場
で
感
じ
た
こ
と
か
ら
改
善
点

や
提
案
が
出
さ
れ
、「
に
ん
に

く
と
べ
ご
ま
つ
り
」
や
、
こ
れ

か
ら
２
月
に
開
催
さ
れ
る
「
に

ん
に
く
ま
つ
り
」
を
ど
の
よ
う

に
盛
り
上
げ
て
い
く
か
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

厄
を
祓
っ
て
安
泰
祈
願
～

合
同
厄
祓
祭
～

　

２
月
10
日
、
中
央
公
民
館
で

祈
願
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
に
は
久
し
ぶ
り
の

同
級
生
と
の
再
会
を
喜
び
、
思

い
出
話
や
近
況
報
告
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会

　

１
月
下
旬
、
相
米
へ
き
地
保

健
福
祉
館
と
原
地
区
の
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
で
対
話
集
会

が
行
わ
れ
、
両
会
場
と
も
10
名

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
本
町
長
と
町
民

の
方
が
町
の
こ
と
に
つ
い
て
語

り
合
う
場
と
し
て
２
カ
月
に
一

度
開
か
れ
る
も
の
で
、
４
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
地
域
の
環
境
整
備
や

町
の
産
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

平
成
25
年
田
子
町
合
同
厄
祓
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
合

同
厄
祓
実
行
委
員
会
（
鳥
井
本

豊
実
行
委
員
代
表
）
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
大
厄
を
迎
え
る

約
50
名
の
男
女
が
出
席
し
て
厄

祓
い
の
神
事
を
受
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鳥
井
本
実
行
委

員
代
表
が
「
厄
年
と
い
う
と
悪

い
こ
と
が
起
こ
る
印
象
で
す

が
、
仕
事
も
家
庭
も
忙
し
い
年

齢
で
あ
り
、
健
康
に
気
を
付
け

て
過
ご
す
よ
う
に
と
い
う
先
人

の
理
に
か
な
っ
た
教
え
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

神
事
が
は
じ
ま
る
と
、
出
席

者
ら
は
神
妙
な
面
持
ち
で
厄
祓

の
儀
を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
登

壇
し
玉
串
を
奉ほ
う
て
ん奠
し
て
安
泰
を

ス
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
話
し

合
い
が
展
開
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
３
月
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

業
と
商
業
の
所
得
向
上
や
健
康

と
福
祉
、
食
育
な
ど
、
町
の
抱

え
る
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
日参加者とたっこ王子で記念撮影

玉串奉奠をする鳥井本実行委員代表

相米へき地保健福祉館で行われた様子

　トピックス

原
さ
ん
が
人
権
擁
護
委

員
再
任

　

１
月
22
日
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
に
よ
り
原
靖
之
さ
ん

（
67
・
道
地
）
が
人
権
擁
護
委

員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
侵

害
に
つ
い
て
の
相
談
や
日
常

生
活
で
の
困
り
ご
と
、
遺
産

相
続
、
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
等
、

無
料
で
相
談
に
乗
り
ま
す
。

任
期
は
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
氏
名　

原
靖
之
▽
住
所　

田
子
町
大
字
石
亀
字
沖
田
10

‐
２
☎
33
‐
１
６
８
６

問
役
場
住
民
課
住
民
環
境
グ

ル
ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３

平
成
24
年
中
に
「
田
子
町
」
に
対
し
て
寄
附
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
を
さ
れ
た
方

（
田
子
町
外
在
住
者
の
う
ち
、
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。）

◎
稲
垣　

隆  

▽
東
京
都
北
区

◎
久
保
玄
次
（
風
張
）
▽
愛
媛
県
松
山
市

◎
近
田
雄
一
（
出
身
外
）
▽
青
森
県
八
戸
市
◇
５
万
円

◎
笹
森
亮
司
（
風
張
）
▽
茨
城
県
牛
久
市

◎
柴
田
徳
一
（
関
）

◎
春
山
隆
次
郎
（
清
水
頭
）
▽
岩
手
県
胆
沢
郡
◇
５
万
円

　
※
五
十
音
順
（
敬
称
略
）　

◎
氏
名
（
出
身
集
落
）
▽
住
所
◇
寄
附
金

「
田
子
町
」を
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
役
場
税
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
２
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公民館情報

田子町文化賞・スポーツ賞受賞者
　１月31日に中央公民館で、平成24年度田子町文化
賞・スポーツ賞の審査会が開催され、今回は文化賞
部門は１団体12個人に、スポーツ賞部門は３団体15
個人に贈られました。文化賞部門では、文化奨励賞
に田子高等学校郷土芸能部、大下悠人さん（上郷小）
が受賞されました。スポーツ賞部門では、スポーツ
大賞に、原健将さん（八戸西、ラグビーフットボー
ル競技）、山市康寛さん（三本木農、相撲競技）が受
賞されました。
　表彰式は、２月21日に中央公民館で行われました。
　受賞者は次のとおりです。
●文化賞部門
▽文化奨励賞（団体）
　田子高等学校郷土芸能部

（写真）

▽文化奨励賞（個人）
　大下悠人（上郷小２）
▽児童生徒文化奨励賞（個人）
　堀井玲弥（田子小１）　　　萩原穂佳（田子小６）
　大久保聖蘭（清水頭小１）　櫻場悠斗（清水頭小５）
　福士愛梨（清水頭小４）　　椛本大稜（清水頭小５）
　福士聖也（清水頭小５）　　山市育美（清水頭小５）
　大久保麗雅（清水頭小４）　岩間歩乃佳（上郷小６）
　尾形和美（田子中３）
●スポーツ賞部門
▽スポーツ大賞（個人）
　原　健将　（八戸西３）　山市康寛（三本木農３）
▽スポーツ賞（団体）
　田子高校弓道部男子団体

（写真）

▽スポーツ賞（個人）
　佐藤謙次（弘前工１）
　古田匡史（八戸西１）
▽スポーツ奨励賞（団体）
　田子中学校相撲部（写真）

　田子小スポーツ少年団
　相撲部女子
▽スポーツ奨励賞（個人）
　中平賢郷（田子中３）
　上平晴輝（田子中３）
　山市大悟（田子中１）　加藤宗典（田子小６）
　小原　潤（田子小６）　鳥井本遥奈（田子小６）
　西野明心（田子小５）　谷内勝哉（田子小４）
　吉田陽菜（田子小３）　澤口仁誉（上郷小２）
▽スポーツ特別奨励賞（個人）
　鳥井本聖奈（田子中３）

青森県民駅伝競走大会田子町実行委員会
駅伝冬期練習会
　２月２日から３月末まで、田子町農業者トレーニ
ングセンターを主会場に、青森県民駅伝競走大会田
子町実行委員会による駅伝冬期練習会を開催してい
ます。
　町内の小学６年生から高校生を対象に、第21回大
会に向けての選手選考を兼ねて、冬期間の継続的な
トレーニングを目的に行っています。
　春のシーズンに向けた体力の維持向上と、選手の
目標に向けた意識向上を狙い、２月中は筋力トレー
ニングを中心に練習を行い、その後は、ランニング
を中心に練習します。練習場所も砂浜等を活用して、
心肺機能の強化も行います。
　運動の基本となる“走る”を通して、心身ともに
健康でたくましい子どもを育成します。

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

みんなでチャレンジ 公民館講座のお知らせ
●ストレッチヨガ講座
▽とき　３月８・22日（金）
午後７時～９時
▽ところ　中央公民館和室
▽持ち物　バスタオル，タオル等
●生花講座
▽とき　３月15日（金）午後６時30分～
▽ところ　中央公民館和室
▽材料費　1,000円程度
▽持ち物　花はさみ、カッター
▽申込み　随時受付
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●民芸品
▽東北のテマヒマ／382ト
●旅行ガイド
▽東京ディズニーシーおまかせガ

イド2013-2014 ／689ト
▽東京ディズニーランドパーフェ

クトガイドブック2013 ／689
ト

●医学
▽脳はこんなに悩ましい／池谷裕

二／491イ
●家政
▽ふみこよみ／山本ふみこ／590

ヤ
▽小さいものと豊かに暮らす／ド

ミニック・ローホー／590ロ
▽日本の食卓／冬／幕内秀夫／

596マ
●ペット
▽がらねこ／645ガ
●歴史・時代小説
▽八重の桜／五十嵐佳子／913イ
▽木槿ノ賦／居眠り磐音江戸双紙

42 ／佐伯泰英／913サ
▽心がわり／狸穴あいあい坂／諸

田玲子／913モ
▽ジョン・マン／望郷編／山本一

力／913ヤ
●ミステリー
▽私と踊って／恩田陸／913オ
▽人質／佐々木譲／913サ
▽火の国から愛と憎しみをこめて

／西村京太郎／913ニ
▽Ｍの秘密／西村京太郎／913ニ
▽謎解きはディナーのあとで３／

東川篤哉／913ヒ
●そのほかの小説など
▽ａｂさんご／黒田夏子／913ク
▽ズッコケ中年三人組ａｇｅ47 ／

那須正幹／913ナ
▽55歳からのハローライフ／村上

龍／913ム
▽しょうがの味は熱い／綿矢りさ

／913ワ
●エッセイ
▽残り全部バケーション／伊坂幸

太郎／914イ
▽独女日記２／藤堂志津子／914

ト
▽みずいろメガネ／中野翠／914

ナ
●コミックエッセイ
▽毎日かあさん９／西原理恵子／

726サ

楽しみながら本を読もう！
春の読書スタンプラリー

●春の読書スタンプラリー
　図書館と上郷公民館では今年も

「春の読書スタンプラリー」を実施
します。子どもから大人までどなた

でも参加できます。昨年度は延べ
130名が参加しました。ご家族みな
さんで挑戦してみませんか？

▼期間　３月27日（水）
　～５月31日（金）
▼内容　図書館または上郷
公民館の本を１冊借りると
台紙にスタンプを１つ押し
ます。スタンプを30個集め
ると、その場で粗品をプレ
ゼントします。期間中は何
度でも挑戦できます。

●「にんにくの本」特集
　図書館にある約60冊の「にんに
く」に関する本を展示・貸出しま
す。にんにくは、血行を促進し血液
の循環をよくしたり、新陳代謝を高
め疲労回復の効果があるなど、様々
な効能がある健康
食品です。暖かい
春まであと少しで
す。にんにく料理
でこの時期を乗り
切りましょう。

○からだが元気に
なるにんにくレ
シピ

○パワー野菜！に
んにく＆たまね

ぎの底力
○しょうが、にんにく、ねぎ！
○にんにくと玉葱の本
○ニンニクの科学
○ニンニクの絵本
○おいしいにんにく料理

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

３
月
の
図
書
館
行
事

▼
３
／
９
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
遊
べ
る
」
の
お
り
が
み
作
り

▼
３
／
23
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
動
物
」
の
お
り
が
み
作
り ▼色の濃い日が休館日です。

図書館情報

本
を
読
ん
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
！
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お知らせ　

■  合併処理浄化槽設置費用の補助について
　合併処理浄化槽設置費用の補助について、平成25年
度の申請受付開始は５月頃となる見込みです。なお、
補助金の交付限度額については従来どおりです。

人槽区分 交付限度額

５人槽 ３５２，０００円

７人槽 ４４１，０００円

１０人槽 ５８８，０００円

問役場住民課住民環境グループ　☎２０－７１１３

■  南の島で国際交流『第37回ちびっこ探検
　学校ヨロン島』参加者募集
　財団法人国際青少年研修協会では、『第37回ちびっ
こ探検学校ヨロン島（ヨロン・アドベンチャースクー
ル）』の参加者を募集します。日本全国から参加する
たくさんのお友だちと一緒に、思い出に残る楽しい体
験をしに暖かな南の島『ヨロン島』に行きませんか？
▼期間　３月26日（火）～４月１日（月）６泊７日
▼場所　鹿児島県大島郡与論町
▼定員　日本人小学生　200名
　　　　在日外国人小学生　100名
▼締切　３月６日（水）

▼資料請求・お申込・問い合わせ
　財団法人国際青少年研修協会
　〒108-0073東京都港区三田5-7-8-921
　☎０３－６４５９－４６６１　FAX ０３－６４５９－４６３３
　ホームページ　http://www.kskk.or.jp

■  田子町若者定住促進住宅等入居支援事業
　町では、定住人口の増加と地域活性化のため、田子
町に転入する若者世帯の人、または田子町に住所があ
り、婚姻により夫婦世帯となる人が、田子町若者定住
促進住宅及び民間賃貸住宅に入居した場合、家賃の一
部を助成します。
▼内容
１．助成対象者
　次に掲げるすべての要件を満たす人です。

（１）平成23年４月１日以降に田子町に転入する若者
世帯の人、または田子町に住所があり婚姻により夫
婦世帯となる人

※若者世帯とは、世帯主となる人が18歳以上39歳ま
での単身及び夫婦世帯（配偶者（婚姻の届出をしな
いが事実上婚姻関係と同様の事情にある人、その他
婚姻の予定者含む）がいる人、もしくは扶養する同
居親族として学齢に達しない人、小学校、中学校、
高等学校の児童生徒及びこれらに準ずる人がいる
人）のことです。

（２）田子町に３年以上継続して定住する意志のある人
（３）独立生計を営み、家賃を支払う能力がある人
（４）公租公課を滞納していない人
（５）暴力団員でない人
（６）公務員でない人
２．助成金の額
　月額２万円（ただし、家賃の額が２万円を下回ると
きは、その家賃の額）
３．助成金の交付期間
　３年間
４．田子町若者定住促進住宅
　町が整備した若者定住を促進するための住宅です。
５．ＵＩターン者定住奨励金
　定住後３カ月以内のＵＩターン世帯に対し、月額２
万円の家賃補助を３年間

問役場住民課住民環境グループ
　☎２０－７１１３　FAX ３２－４２９４

■  田子町定住化雇用促進事業
　町では、定住人口の増加と地域活性化のため、新規
卒業者、町外在往者及び専業後継者となる人を、町内
事業者が正規雇用した場合、事業者に雇用奨励金を交
付します。
▼内容
１．対象事業者
　対象事業者は、次に掲げるすべての要件を満たす事
業者です。

（１）田子町に事業所を有する法人事業者（行政機関
を除く）または個人事業者

（２）新規卒業者、町外在住者及び専業後継者で田子
町に住所がある人を、１年以上雇用することにより
雇用者が増員（定年退職等による補充雇用を含む）
となる事業者

※新規卒業者とは、田子町に住所があり（学業の事情
による転出者含む）、中学校、高等学校、専門学校、
短期大学、大学及びこれに準ずるものを卒業し１年
未満の人及び卒業後３年以内の人で正規雇用された
事のない人です。

※専業後継者とは、商工業及び農業者の後継者で年間
の従事日数が３分の２以上の人のことです。

２．奨励金の額
　雇用者一人当たり年額20万円
３．奨励金の交付期間
　３年間

問役場住民課住民環境グループ
　☎２０－７１１３　FAX ３２－４２９４
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　お知らせ

■  青森県内の平成24年中の交通事故発生状況
●発生件数 5,221件（前年比－246件、－4.5％）
●死傷者 59件（前年比＋５人、＋9.3％）
●負傷者数 6,460件（前年比－330人、－4.9％）

○死者数は、現行の統計方法となった1966年以降、
最少だった2009（平成21）年の50人、2011（平成
23年）年の54人に次いで、３番目に少ない人数とな
りました。
○発生件数、負傷者数は平成14年以降11年連続で減
少しました。

■  多重債務相談窓口のご案内
　東北財務局青森財務事務所では、多
重債務相談窓口を設置しております。
相談員が借金の状況等をお伺いし、必
要に応じて弁護士等の専門機関に引き
継ぎを行います。相談は秘密厳守・無
料です。お気軽にご相談ください。

▼相談専用電話　☎０１７－７７４－６４８８
▼場所　青森市新町2-4-25　青森合同庁舎３階
　　　　青森財務事務所
▼受付　月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　　午前８時30分～午後５時15分

問東北財務局青森県財務事務所理財課
　☎０１７－７２２－１４６３

■  三戸地区環境整備事務組合からのお知らせ
　平成25年４月１日から三戸地区葬祭場では、『毎月
の第１日曜日、第３日曜日及び第５日曜日の休場日』
を廃止いたします。
　これにより、休場日は12月31日から１月２日まで
の３日間となります。

問三戸地区環境整備事務組合 ☎０１７８－７５－１４４９

■  納期限・振替日を忘れずに！

税の種類 納期限 振替日
（振替納税の場合）

平成24年分
申告所得税 ３月15日（金） ４月22日（月）

平成24年分消費
税・地方消費税
（個人事業者）

４月１日（月） ２月24日（水）

平成24年分
贈与税 ３月15日（金）

納税は便利・安全・確実な振替納税で！！
◎手続きは簡単です。
　金融機関や税務署に備え付けの「預貯金口座振替依
頼書兼納付書送付依頼書」（金融機関への届出印の押
印が必要です）に記入・押印のうえ提出してください。
　一度提出していただくと、継続してご利用いただけ
ます。
※振替納税を利用している方は、事前に預貯金残高の
確認をお願いします。

問八戸税務署
　☎０１７８－４３－０１４１（音声案内２番）

■  平成25年度青森県交通災害共済加入者募集
　自動車、バイク、自転車など「道路交通による事故」
が対象です。
※歩行中、車を避けようとして転倒したケガも対象に
なります。
▼会費　年間350円
▼共済期間　平成25年４月１日～平成26年３月31日
▼給付金　ケガ…２万円～15万円　死亡…100万円
▼申込受付　平成25年２月下旬から３月末日まで
　　　　　　（途中加入も随時受付します）
　各地域の係の方が皆様のお宅を訪問いたします。ご
家族揃って加入しましょう。

問役場住民課住民環境グループ　☎２０－７１１３

■  スポーツ安全保険
　小さな掛金・大きな補償 !!
　スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動
に最適な保険です。
※５名以上の団体でご加入ください。
▼対象となる事故
　◎団体活動中の事故
　◎往復中の事故
　　（自動車事故による賠償責任は適用外）
▼保険期間
　平成25年４月１日から
　平成26年３月31日午後12時まで
　※ 年度途中に申込みを行った場合は、加入手続きの
　　翌日から３月31日までとなります。
▼掛金　１人年額800円～11,000円
　（団体の活動内容・年齢構成などによって異なります）
※共済見舞金については名称が変更になる場合がござ
いますが、補償内容等に変更はありません。

問公益財団法人スポーツ安全協会青森県支部　
　〒038-0021青森市大字安田字近野234-7
　（公財）青森県体育協会内 ☎０１７－７８２－６９８４
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●3月1日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●3月4日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月5日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午前10:00～正午
●3月6日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●3月7日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月8日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●3月11日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月12日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午前10:00～正午
●3月13日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
　個別接種（せせらぎの郷）午後1:30～2:00
●3月14日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月15日（金）
　生きがい倶楽部

　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●3月18日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月19日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午前10:00～正午
●3月21日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月22日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●3月25日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月26日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午前10:00～正午
●3月27日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●3月28日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●3月29日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00

3月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生
●吉田友

ゆいな

絆（大樹・秋美）／雀ヶ平
●葛川瑠

る い

唯（喜幸・美鈴）／野月
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●堀合悟寛（宮野）
　工藤留美子（南部町）
お悔やみ
●山市みさ（85歳）干草場
●中村幸安（58歳）中本町
●馬場トシ（78歳）原
●村上トシ（85歳）西舘野
●宮村國子（67歳）矢田郎
●中村　武（87歳）北側
●中村定吉（87歳）北側
●関本富次郎（87歳）野月
●梅内リサ（81歳）山口
●佐々木ツマ（90歳）風張
●寺澤マツ（79歳）西舘野
●浅沼静雄（70歳）七日市
●深沢みね（91歳）清水頭
●米澤　浩（73歳）北側
●岡本タキ（90歳）上風張
●木根イワ（96歳）夏坂
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
25
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2249（－２）
人口／6421（－22）
男／3076（－８）
女／3345（－14）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
『
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・

事
故
に
注
意
』

　

空
気
が
乾
燥
し
寒
い
日
が
続

く
こ
の
時
季
、
何
か
と
自
宅
に

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。「
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
」
に
よ
る

火
災
や
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給

油
す
る
際
は
「
必
ず
消
火
」
し

て
か
ら
行
い
、
お
出
か
け
の
際

は
「
火
の
元
を
点
検
」
す
る
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
長
時
間
使

用
す
る
際
は
、
時
々
「
換
気
」

し
て
、
部
屋
の
空
気
を
入
れ
替

え
る
。

◎
落
雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
や
、

Ｆ
Ｆ
式
排
気
管
の
埋
も
れ
な
ど

が
な
い
か
時
々
「
点
検
」
す
る
。

◎
積
雪
が
多
い
場
合
は
、
出
入

口
の
周
囲
を
除
雪
し
、「
避
難

口
を
確
保
」
す
る
。

◎
路
面
が
「
凍
結
し
、
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
」
の
で
、
転

倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

◎
屋
根
か
ら
雪
や
氷
柱
が
落
ち

て
く
る
の
で
、「
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
」
よ
う
に
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
迷
惑
駐
車
や
道
路
へ
の

　

雪
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
「
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
」、
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
が
歌
う
華
麗
な

テ
ン
ポ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
も

大
人
も
高
齢
者
も
、
陽
気
に
誘

わ
れ
外
出
が
楽
し
く
な
る
時
期

で
す
。
楽
し
い
外
出
の
妨
げ
と

な
る
次
の
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

◎
除
排
雪
や
通
行
の
妨
げ
と
な

る
迷
惑
駐
車

◎
泥
は
ね
や
凍
結
の
原
因
と
な

る
道
路
へ
の
雪
捨
て

☆
冬
道
の
安
全
走
行
の
ポ
イ
ン
ト

▽
吹
雪
で
視
界
不
良
の
時
は
昼

間
で
も
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し

ょ
う
。

▽
雪
煙
で
視
界
が
奪
わ
れ
た
時

は
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
は
避
け
て
ア
ク
セ
ル
を
緩
め

る
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
。

▽
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
い
の
で
夏

の
２
倍
の
車
間

距
離
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

▽
３
分
早
め
の
出
発
で
心
と
時

間
に
余
裕
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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編
集
後
記

　

１
月
に
生
涯
学
習
町
民
研
修
会
が
あ

り
ま
し
た
。
ダ
ジ
ャ
レ
や
、「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
の
マ
ス
オ
さ
ん
の
声
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
講
話
が
進
み
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
と
て
も
楽
し
く
時
間
が
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
増
岡
さ
ん
は
、「
言
葉
は

相
手
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
一
度
言
っ
た
言
葉
は
戻

る
こ
と
は
な
く
、
人
は
自
分
が
発
し
た

言
葉
の
中
で
生
き
て
い
る
た
め
、
言
葉

の
選
び
方
や
伝
え
方
を
し
っ
か
り
考
え
、

良
い
言
葉
を
発
し
て
い
れ
ば
良
い
生
活

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、「
夫
婦
仲
が
良
い
こ
と
は
幸
せ

な
人
生
の
基
本
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
に
夫
婦
仲
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

せ
て
い
る
家
庭
で
は
悪
い
子
は
育
た
な

い
そ
う
で
す
。

　

幸
せ
に
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
日
頃

か
ら
少
し
だ
け
自
分
の
行
動
に
気
を
付

け
る
こ
と
で
、
幸
せ
に
近
づ
け
る
の
だ

と
増
岡
さ
ん
の
講
演
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

●
全
国
で
、
そ
し
て
世
界
で
活

躍
す
る
田
子
中
生

　

今
年
度
、
本
校
相
撲
部
が
国

技
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
初
出
場
を
果
た
し
、
ま
た
鳥

井
本
さ
ん
が
香
港
で
開
催
さ
れ

た
世
界
女
子
相
撲
大
会
に
出
場

し
て
、
見
事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
本
校
か
ら
「
日
の

丸
」
を
背
負
っ
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
す
る
生
徒
が
現
れ
た
こ

と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
と
受

け
と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

キ
ー
ア
ル
ペ
ン
で
は
中
平
君
と

冨
樫
さ
ん
が
全
国
大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
後
に
続
く
生

徒
た
ち
が
今
後
も
多
数
現
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
取
り
組
む
教
育
活
動

　

町
で
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
、

本
校
は
地
域
と
連
携
し
た
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
に
ん
に
く
の
収
穫
時
期
に
、

農
家
の
ご
協
力
を
得
て
「
全
校

農
業
体
験
学
習
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
普
段
学
校
内
で
は
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
、
汗
し
て

働
く
喜
び
を
体
全
体
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
行
事
で
す
。
ま

た
、
収
穫
し
た
に
ん
に
く
を
田

子
高
校
の
生
徒
と
と
も
に
販
売

す
る
「
に
ん
に
く
販
売
体
験
」

も
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１

学
年
委
員
会
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
実
現
し
た
「
世
紀
越
え

ト
ン
ネ
ル
ウ
ォ
ー
ク
」、
２
学
年

に
よ
る「
町
内
職
場
体
験
学
習
」、

３
年
生
に
よ
る
「
郷
土
研
究
」

等
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
理

解
、
ご
協
力
の
お
か
げ
に
よ
り
、

地
域
と
深
く
結
び
つ
い
た
教
育

活
動
に
取
り
組
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
来
年
度
の
修
学
旅
行
で

は
東
京
で
に
ん
に
く
販
売
体
験

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
田
子
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
た
く
さ
ん
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
中
学
校
）

学
校
の
話
題
　 

田
子
中
学
校

　情報スクランブル

世界大会出場の鳥井本さん
（後列右端）

にんにくを販売する生徒

餅
を
焼
く
貧
し
き
耳
朶
に
さ
わ
り
つ
つ

 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

初
日
の
出
村
は
炊
ぎ
の
煙
あ
げ 

原
　
瓢
子
（
徳
造
）

故
郷
の
寒
が
歯
に
し
む
が
く
ら
漬 

森
き
よ
し
（
清
）

さ
ら
さ
れ
て
色
濃
く
な
り
ぬ
木
守
柿 

田
畑
幸
栄

鼻
が
耳
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
る
福
笑
い 

大
矢
公
江

初
日
の
出
新
た
な
決
意
朱
の
山
へ 

宇
藤
美
佐

冬
晴
れ
の
道
は
一
筋
我
が
人
生 

川
村
キ
ヱ

座
禅
し
て
心
お
だ
や
か
春
祈
祷 

堀
　
つ
や
子

香
も
包
む
束
で
求
め
し
水
仙
花 

山
本
一
枝
子

水
仙
の
匂
ふ
ご
と
く
の
旅
だ
よ
り 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

手
厳
し
い
母
の
や
さ
し
さ
冬
木
の
芽 

原
　
秋
月
（
菊
次
郎
）

水
仙
や
山
家
は
何
か
煮
る
匂
ひ 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
３
年
３
月
号
（
平
成
25
年
２
月
20
日
発
行
）
通
算
第
６
４
０
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
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寒さに負けずスポーツで交流～フットサル大会～
　１月27日、農業者トレ
ーニングセンターでフッ
トサル大会が行われまし
た。これは、スポネット
たっこの主催によるもの
で、冬場の運動不足解消
と世代を越えたスポーツ
による交流を図ることを
目的に、一般の部には８
チーム、小学生と一般の
混合であるＭＩＸの部には５チームが出場して優勝を争いました。
　開会式でスポネットたっこの井畑博明会長は「今日は楽しんで
交流を図ってください」とあいさつを述べ、出場する選手らを激
励しました。その後、一般の部はトーナメント方式で、ＭＩＸの
部は総当たり戦で行われ、選手らは元気よくコート内を駆け回り、
思い切りフットサルを楽しみました。
　結果は次のとおりです。
◎一般の部
優　勝　二代目田子 soul brother's
準優勝　メガルタ田子
第３位　ＭＡＸ  ＶＯＬＴＡＧＥ

◎ＭＩＸの部
優　勝　ＦＣパルセロナ
準優勝　セカンドステージ

　　　　　チルドレン　　
第３位　ＡＴ’Ｓ

　１月23日、農業者トレーニングセンタ
ーで第36回ナイター卓球リーグ戦開会式
が行われました。開会式では、昨年優勝
した熟年オールスターズから優勝杯が返
還された後、主催者である田子町卓球協
会の名久井孝允会長が「今大会を通じて、
町民のみなさんにスポーツの素晴らしさ
を伝え、交流が図れることを祈念します」
とあいさつを述べました。
　リーグ戦は２月下旬まで行われ、８チ
ームが優勝を目指して競い合います。

　２月９日、創遊村２２９スキーランド
まつりの前夜祭としてゲレンデで打ち上
げ花火が行われ、スキー客らは夜空を見
上げて色とりどりの花火を楽しみました。

ナイター卓球リーグ戦が開幕

夜空を彩る冬花火

思い切りプレーを楽しむ参加者

はじめてのハッピーバースデイ
平成24年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●大坊祐
た す く

久ちゃん
Ｈ24.2.28

（野月・男の子）
初めての誕生日おめで
とう！ ちょっぴり甘え
ん坊の祐久。お姉ちゃ
んと仲良くいっぱい遊
んで元気に育ってね。

テレビのＣＭにでたよ♪

●名前：八木沢 月子 22歳
　　　　（やぎさわ　つきこ）

●出身地：岩手県洋野町
●お住まい：  野月
●お勤め先：社会福祉法人くり
　の木会　田子保育園（栄養士）

町のみなさん
こんにちは

◎趣味や特技は？
趣味はフラワーアレンジメントで
す。月に１～２回ほど教室に通っ
て勉強しています。特技は料理で
す。特に韓国料理が得意で、チヂ
ミやサムゲタン風鍋を作ります。

◎田子町で暮らして感じる良いとこ
　ろは？
　洋野町と似ていて静かで落ち着く

ところと、あいさつするとニッコ
リ笑って返してくれるところです。

◎将来の夢や目標は？
　結婚して優しいお母さんになりた

いです。
◎ひと言
　好き嫌いがなくなるように、おい

しいご飯を愛情こめてつくります。
よろしくお願いします。

白熱のラリー

　実は去年の12
月にＣＭの撮影を
してきたよ。とて
も大変だったけど、
他の地域のお友だ
ちもたくさんいて
楽しかったよ♪
（文　たっこ王子）


